
令和４年度  

「美術Ⅱ」シラバス 

沖縄県立那覇工業高等学校 

教科名 対象学科 学年 科目名 単位数 必修・選択 

芸術 グラフィックアーツ ３ 美術Ⅱ ２ 必修 

使用教科書 日本文教出版 高校美術２ 補助教材 参考作品・写真・映像 

 

１ 科目の目標 

  美術の幅広い創造活動を通して、美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情を育てると

ともに、感性を高め、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化についての理解を深める。 

 

２ 学習上の留意点 

（１）生徒は美術時間の約束ごとを守り、安全で快適な学習環境の中、活動が行われる 

 （２）教師は常に机間巡視を行い、活動の段階に応じたアドバイスや実態に応じた教材の提供を行う 

 

３ 評価の方法 

（１）評価は４つの観点（①関心・意欲・態度②思考・判断③技能・表現④知識・理解）に基づき、授

業態度や出席状況、課題提出等を総合的に判断し、最終的な評定は学年末に５段階評定で行う。 

（２）成績不良評定「１」の場合、追試、課題レポート提出等の結果を判断して単位認定を行う。 

 （３）学年末において、所定の出席時数を満たさない場合は、科目履修の認定はできない。 

 

４ 学習計画 

学

期 
月 

時

間 
題 材 指導内容 備 考 

１ 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

２ 
（鑑賞） 

オリエンテーション 

美術Ⅱで学ぶこと。授業での注意事項。 

発想力・構想力について考える。 

教科書・筆記用具 

６ 
（デザイン） 

文字を書こう(レタリング) 

レタリングの基本書体、「明朝体」「ゴシック体」

を忠実に描き、その技術の習得を目指す。 

教科書・鉛筆・ワ

ークシート・ポス

ターカラー・絵筆 

６ 

（デザイン） 

キャラクターを考える 

キャラクターデザインを基に、デザインの本質

を学び、考え、オリジナルキャラクターの制作

を行う。 

鉛筆・ワークシー

ト・色鉛筆 

６ 

（デザイン） 

素材を考えてつくる 

木材でつくる小物 

それそれの素材には、特徴があり、特性がある。

素材の特性を考え、制作することを学ぶ。 

木材加工を行い、木材の特性を知る。 

ワークシート・木

材チップ・ヤス

リ・のこぎり 

４ 
（映像メディア表現） 

写真表現の様々な形 

自分で撮った写真と異素材とのコラージュで

自己の内面を表現する。鑑賞と評価。 

教科書・カメラ・

プリンター・ワー

クシート 

 

 

２ 

 

 

９ 

 

10 

 

11 

10 
（絵画・鑑賞） 

色彩による表現 

切り紙絵の制作を通して、色彩と構図（レイア

ウト）について学ぶ。鑑賞と評価。 

教科書・ワークシ

ート・色紙・のり・

はさみ・画用紙 

10 

（デザイン・鑑賞） 

ストーリーとデザイン 

話の内容や絵だけではなくデザインによって

読者の興味を引くにはどのような方法がある

のかを考える。共同で紙芝居を制作。発表と鑑

教科書・ワークシ

ート・イラストボ

ード B４ 



２  

12 

賞。 

８ 

（絵画・鑑賞） 

水を描く 

生活と深い関わりのある「水」。しかし「水」

にわ様々表情がある。「水」に対するイメージ

をふくらませ描いてみよう。 

教科書・ワークシ

ート・画用紙・着

彩用具 

３ 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

８   

（デザイン） 

革で制作する。 

(キーホルダー作り) 

革という素材にふれ、加工方法と制作の知識を

学ぶ。 

教科書・ワークシ

ート・キーホルダ

ーキット・着色用

具・刻印 

４ 
（鑑賞） 

建築家のいない家 

世界では場所によって家作りが違うことを知

る。未来の家のスケッチを考える。 

教科書・ワークシ

ート 

映像資料 

４ 
（デザイン・表現） 

希望をかたちに 

グラフィックデザインについて学び、かたちと

して他者に伝えることを学ぶ。 

教科書・ワークシ

ート 

２ 
（鑑賞） 

１年間のまとめ 

１年間の作品を振り返り、学んだことを整理

し、美術について理解が深まるようにする。 

画用紙・ワークシ

ート 

 


